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沈砂池機械棟

消化ガス貯留施設

脱水機棟

塩素滅菌池,計量槽

消化ガス発電設備

重力濃縮タンク

汚泥消化タンク

分水槽

一 般 平 面 図    S= 1:1000

記号 名称 現況の開口寸法等 耐水化対策

沈_C_1 階段横HH内躯体開口 (W)500mm×(H)500mm×(D)900mm×1箇所 開口閉塞

沈_C_2 発電機室貫通孔 φ30mm×4箇所、φ20mm×1箇所、壁厚：1000mm 開口部止水(0.002MPa対応)

沈_C_3 受電貫通孔 (W)500mm×(H)300mm×(D)500mm×2箇所 開口部止水(0.013MPa対応)

砂_C_1 受水槽MH蓋 φ600mm×2箇所 防水型MH蓋へ変更

砂_C_2 原水槽MH蓋 φ600mm×1箇所 防水型MH蓋へ変更

管_C_1_1 採光用開口 (W)690mm×(D)690mm×5箇所 開口閉塞

管_C_2 搬出入用開口 (W)2600mm×(D)1600mm×1箇所 開口部立上げ+雨仕舞蓋設置

管_C_3 貫通部1 φ200mm×4箇所、壁厚：500mm 開口部止水(0.01MPa対応）

管_C_4 貫通部2 φ50mm×1箇所、壁厚：500mm 開口部止水(0.01MPa対応）

管_C_5 HH内躯体開口1 (W)400mm×(H)250mm×(D)500mm×1箇所 HH嵩上げ(HH天端：+6.450m)

管_C_6 HH内躯体開口2 (W)400mm×(H)250mm×(D)500mm×1箇所 HH嵩上げ(HH天端：+6.050m)

耐水化対策箇所

※ 耐水化対策水位：+5.500m

管_C_1_2 採光用開口 (W)690mm×(D)690mm×27箇所 開口閉塞

沈_C_1 管_C_5

管_C_6

沈_C_2

沈_C_3

砂_C_1

砂_C_2

管_C_1_2管_C_2管_C_3

管_C_4

管_C_1_1

管廊



水位関係図　縦=1:100 横=1:400
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沈砂池機械棟 対策位置図(1)    S= 1:100

地下1階平面図

沈_C_1（階段横ＨＨ内躯体開口）
開口寸法：(W)500mm×(H)500mm×(D)900mm×1箇所
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沈砂池機械棟 対策位置図(2)    S= 図示

1階平面図 S=1:100
沈_C_3（受電貫通孔）
開口寸法：(W)500mm×(H)300mm×(D)500mm×2箇所

ケーブル本数：計22本、配管(φ50)×2本

沈_C_2（発電機室貫通孔）
開口寸法：φ30mm×4箇所、φ20mm×1箇所

　　壁厚：1000mm

    ケーブル本数：計12本

沈_C_2（発電機室貫通孔）

0.013MPaに対応可能な

止水材で開口部止水

沈_C_3（受電貫通孔）
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※開口寸法及びケーブル本数は、施工前に確認すること。
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沈砂池機械棟対策詳細図   S=図示

撤去壁展開図   S= 1:50
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撤去断面図   S= 1:50 改修壁展開図   S= 1:50
(B-B断面図)

改修断面図   S= 1:50
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砂ろ過棟　対策位置図    S= 1:50

砂_C_2（原水槽MH蓋）

φ600mm×1箇所

砂_C_1（受水槽MH蓋）

φ600mm×2箇所
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砂ろ過棟　対策詳細図    S= 1:50
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対策位置図

詳細平面図
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+5.500

+5.300 (F.L)

(耐水化対策水位)



管_C_1_1（採光用開口）
開口寸法:(W)690mm×(D)690mm×5箇所

管_C_6（HH内躯体開口2）
開口寸法:(W)400mm×(H)250mm×(D)500mm×1箇所

管_C_5（HH内躯体開口1）
開口寸法:(W)400mm×(H)250mm×(D)500mm×1箇所

管_C_4（貫通部2）
開口寸法:φ50mm×1箇所、壁厚：500mm

ケーブル本数：計2本

管_C_3（貫通部1）　   　　  　　　　　
開口寸法:φ200mm×4箇所、壁厚：500mm

　ケーブル本数：計14本

管_C_2（搬出入用開口）    　　　　　　
開口寸法:(W)2600mm×(D)1600mm×1箇所

管_C_1_2（採光用開口）
開口寸法:(W)690mm×(D)690mm×27箇所

0.01MPaに対応可能な止水材で開口部止水

0.01MPaに対応可能な止水材で開口部止水

管廊　対策位置図    S= 1:300

※開口寸法及びケーブル本数は、施工前に確認すること。
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管廊　対策詳細図（2）   S= 1:50
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はあと施工アンカー（有効埋込長12d）を示す。鉄筋番号　　　　・ ｎ
A

改修部の寸法は参考とし、現場測量後決定すること。・

打ち継ぎ目は目荒しを行うこと。・

・

鉄筋種別SD345、鉄筋の最小純かぶり：70mm・

2
Fc=24N/mm、高炉セメントB種


